
平成２０年１２月２６日

【球技大会】

１１月２１日(金)に、桃太郎アリーナを会場に球技大会が行われました。種目は男女ともに

バレーボールで、今年はブロック対抗の形式を取りました。熱い戦いが繰り広げられ、男子は

１位緑ブロック(１年生は７組)・２位橙ブロック(同５組)。女子は１位青ブロック(１年生は３

組)・２位は緑ブロック(同７組)という結果になりました。

練習がやや過熱気味のクラスもあったようですが、体育委

員会やバレーボール部員を中心に、各種委員会がよく動い

て、生徒の自主運営のスタイルが定着しつつある気がしま

す。お疲れ様でした。

【ディベート大会】

２学期の未来航路プロジェクトを締めくくる形で、１２月１７日(水)に学年でクラス対抗デ

ィベート大会を行いました 「操山高校は宿題を廃止すべきである」というテーマの下に肯定。

側・否定側に分かれて舌戦が行われました。結果、１位４組・２位３組でした。ディベーター

、 。・ジャッジ・司会の人は大忙しでしたが 観客に回った生徒の皆さんはどうだったでしょうか

講評でも言いましたが 「思索」していましたか？ それが大事です。、

３学期には、２年生に向けて系統別課題研究がスタートします。単に情報を集めて切り貼り

するのではなく、主体的に思索して欲しいと思います。

(変更されることもあります。注意してください)【１～３月の予定】

１月 ８日(木) 始業式・２～５限宿題テスト・６限学年集会

１月 ９日(金) １～４限通常授業、５限大掃除後、生徒下校

※ただし、１６時以降に部活の練習で登校できる１月１０日(土) 生徒登校禁止（中学校入学選抜）
部もあります。

１月１７日(土) 進研模試

１月２４日(土) 学研ハイレベル模試(希望者)

１月２８日(水) 未来航路発表会(三木記念ホール)

･･･２年生の系統別課題研究発表に１年生も参加します。

１月３１日(土) 土曜活用講座(午前)

２月 ３日(火) 実力テスト

２月 ６日(金)放課後～８日(日) スキー教室(希望者)

２月 ９日(月) 生徒登校禁止(自己推薦入試)

２月１４日(土) 土曜活用講座(午前)

修学旅行抗体検査(希望者) ＊同封の文書をご覧下さい。２月１６日(月)

（ 。 ）２月２３日(月)～第５回学力テスト ・ ・ 日及び ・ 日 日は 日の振替休日23 24 25 27 28 26 28

２月２８日(土) 学力テスト後、卒業式予行（一般生徒の下校は 時頃）16

３月 ２日(月) 卒業式（式の終了は 時 分頃）11 30

３月 ３日(火)～特別時間割授業(午前)･･･ 実施日 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 日3 4 5 6 9 10 17 18 19

３月 ７日(土) スタディサポート

３月１０日(火) ２限まで授業、大掃除後、生徒下校

３月１１日・１２日 生徒登校禁止(一般入試)

３月１４日(土) 保護者説明会( ～ 、中央公民館<駐車場はございません>)13:30 15:30

３月１９日(木) ４限まで授業、５限大掃除・６限終業式

３月２３日(月)～２６日(木) 補習(午前)

【第４回学力テスト】

全教科最低でも学力テストの得点の度数分布は次の表の通りです。以前にも書いたように、

模試や実力テストの点ばかりを気にせず （それも大切ですが）７０点は欲しいところです。 、

普段の学習や定期テストを大切にしてもらいたい 難学力増進のもとになる、 と考えています。

取れるように努力しましょう。関の大学を目指す人ならば、全教科９０点以上

１・２学期を通算したもまた、今回は学期末なので観点別評価が記載されています。これは

です。この評価の は、特別に良いという意味ではなく、教科の評価規準を満たしているとの A

いう意味です。ですから、 は何かが不足しているということであり、 はかなり足らない状B C

まずは冬期課題や復習に取り組みましょう。態ということです。 を に、 を にすべく、B A C B

（どうすれば評価が上がるか、具体的に分からない人は教科担任の先生に聞いて下さい）

＊各科目の評価の観点は概ね次の通りです。

Ⅰ 関心･意欲･態度

Ⅱ 思考･判断(国語は「話す・聞く能力 。数学は｢数学的な見方考え方｣。芸術は｢表現の工夫｣。英語は｢表現の能力｣）」

Ⅲ 表現・処理(教科によっては｢技能｣も。国語は｢書く力｣。保健は｢知識･理科｣。英語は｢理解の能力｣)

Ⅳ 知識･理解(国語は｢読む力｣。芸術は｢鑑賞の能力｣)

裏面に続くⅤ (国語のみ)知識･理解

2008年度  １学年  第４回学力テスト

現代文 古文 漢文 世界史Ａ 現社 標準数Ⅰ 精数Ⅱ 数学Ａ 数演速 数演標 理総α 理総β 理総γ 保健 標英Ⅰ Ａ 標英ⅠＢ 発英ⅡＢ 発英ⅡＡ 家庭基礎

100 8 3 1 19 2 2
99 ～  90 4 2 23 46 10 27 6 10 7 1 19 25 62 9 2 8 9 13
89 ～  80 22 10 50 58 30 25 15 34 15 8 27 39 78 34 12 16 23 26 1
79 ～  70 43 16 59 52 52 37 29 49 13 12 28 39 54 31 27 18 21 28 9
69 ～  60 52 29 47 32 60 25 23 55 18 16 42 54 32 50 24 21 19 22 27
59 ～  50 63 45 40 29 49 18 19 41 16 24 44 41 26 40 29 25 25 21 40
49 ～  40 42 48 19 22 43 8 13 37 22 36 37 38 14 60 28 18 21 13 76
39 ～  30 29 65 24 23 26 4 11 24 18 35 28 19 7 37 17 15 11 7 69
29 ～  20 19 42 14 13 5 1 4 15 8 14 21 10 1 18 5 16 2 1 46
19 ～  10 1 19 1 1 2 1 7 4 7 7 8 1 6 1 1 8
9 ～   0 1 1 4 1 1

受験者数 275 276 277 275 276 155 122 275 122 154 276 276 276 279 145 144 132 132 276
平 均 点 56.8 44.2 65.1 68.6 61 73.1 62 60.1 56.3 46.7 58.9 62.3 76.2 56.5 57.2 54.9 63.3 67.8 42.6



【 「大人」考 ～バナナパンの思い出～ 】

私は、岡山駅から歩いて通勤している。１１月のある日、歩きながら、ふと昔のことを思い

出した。

私が５歳の時のことだから、随分以前の話である。家庭の事情で、一時大阪で暮らしたこと

がある。高槻市の富田という所で、今、グーグルで見ると随分都市化しているけれども、当時
と ん だ

はまだ舗装されていない道も結構あったように記憶している。

近所に１つ上の従姉がいた。引っ越して間もない 月のある日の午後、２つ上の姉と一緒に11

初めて従姉の家に遊びに行った時のことである。あと少し、という所まで来た時、姉がそれま

でつないでいた僕の手を離し、従姉と一緒に道を左に曲がってしまった。急いで後を追いかけ

た僕は驚いた。｢姉ちゃんがいない｣。姉は曲がってすぐ左側にあった従姉の家に入ってしまっ

たのだが、そうとは知らない僕は、焦った。そして、慌てて道を「引き返した 。初めて来た」

道を･･･。そうして、僕は迷子になった。

２～３時間ほど歩き続けた。秋の日はつるべ落としである。５時を過ぎると薄暗くなる。泣

きながら大人を求めてひたすら歩いた。歩かずにじっとしていても良かったはずだが、とにか

く歩いた。少し大きい通りに出ると、本屋さんが見えた。助けてもらおうとそこに入ると、立

ち読みをしている人でいっぱいだった。でも、誰も声をかけてくれない。カウンターまで行っ

た。黒縁めがねのおじさんがいた。でも、やっぱり声をかけてくれなかった。諦めて、また泣

、 。 、 」きながら歩いていると 一軒の家の前に６０前後のおばさんがいた ｢ボク どこから来たん？

と聞かれ、助かったと思った。まともに答えられない僕をおばさんは家に入れ、警察に電話を

してくれた。そして、お腹が空いているだろうと言って、バナナパンを僕に握らせた。

＊ ＊ ＊

就職すると、出張で県内でも知らないところに行くことがある。あらかじめ地図を見たり、

人に聞いたりしていくのだが、結構迷うものである。そんなことを繰り返していた２０代のい

つだったかに、ふと気づいた。迷う時は、同じパターンで迷っているのではないか。目的地の

すぐそばまで来て、うまく見つけることができず、道を間違えたと考えて｢引き返して｣、よけ

いに迷っているのではないか。何だ、それでは子どもの時と一緒じゃないか。

三つ子の魂百まで。同じ思考パターンを繰り返している。そのことに気づいてから、道に迷

うことが少なくなった。不安に思わず、もうちょっと探してみる。もうちょっとまっすぐ進ん

でみる。それだけのことである。子供が大人になる瞬間を描いた長田弘の詩「あのときかもし

れない」の言葉を借りれば、私が大人になったのはそのことに気づいたあの時かも知れない。

＊ ＊ ＊

｢大人｣になるとは、どういうことだろう。いろんな言い方があると思うが、｢自分を知る｣こ

とが、大人の要素の一つである気がする。自分の癖のようなものを把握していて、しかもちゃ

んと修正できること。これは意外と難しい。私の場合で言えば、道にはあまり迷わなくなった

が、生き方に迷うのは、常のことである。

「大人」の入口にいる生徒の皆さんへ 「大人とは何か 。慌ただしい歳晩ではあるが、ひと。 」

とき考えてもらいたい。

＊余談。食べる機会は滅多にないが、私は今でも「木村屋のバナナパン」が好きである。ただし、人前では食べない。

昔を思い出して、涙ぐんでしまいそうな気がするからである。それくらい辛い経験だった。

ＨＰ版では以下は割愛。

は辻仁成の「おとな」今月の詩


